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概要

車載用電池における日本と中国のセルコストには大きな差があり、日本は中国にコストでは勝てない状況が
続いている。2022年以降、セルコストは年々減少しており、2024年時点のCATLのセル価格は40$/kWh
（6円/Wh）である。CATLのセルは何故安いのか（日本と中国のセルコスト差はどうして生まれるのか）を、
同じトヨタの電気自動車、鉑智4X（bZ4X）に採用されているPPESとCATLの2022年時点のセルコストを
試算して、その要因を明らかにした。また2030年時点のセルコスト（予測）についても、併せて試算した。
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0．セルコスト試算方法

1．セルコスト試算方法（2022年）
・電池メーカー、材料メーカー、設備メーカーヒアリングおよび公開情報、文献調査
・為替レート：JPY/USD:132.0円/ドル、JPY/EUR:138.6円/ユーロ、JPY/CNY:19.5円/元
・セル生産量：車種別の販売台数より生産量を算出
・設備償却費：設備と建物を一括して7年定額、残存価額10%で算出

（政府補助金は全て設備投資に充てられたと仮定）

2．セルコスト試算方法（2030年）
・為替レート：JPY/USD:130円/ドル、JPY/EUR:137円/ユーロ、JPY/CNY:19円/元
・材料費（価格低下率）：PPES：年率2％、CATL：年率3％（頻繁なベンダ変更戦略）
・労務費：ライン当たりの工場直接人員は省人化により2022年の50％減
・動力・消耗品費：効率化等により2022年の20％減
・研究開発費：2022年据え置き
・販売管理費：2022年据え置き
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1.1 セル仕様

PPES CATL

仕向先 トヨタ 鉑智4X (bZ4X)

セル仕様

Type 角型（巻回） 角型（巻回）

正極 NCM622 NCM622

負極 天然黒鉛 人造黒鉛

電圧 V 3.7 3.7

容量 Ah 201 188

容量 Wh 744 695

寸法 mm 310×102×40 148×103×79

体積 L 1.265 1.204

重量 g 2963 2800

エネルギー
密度

Wh/L 588 577

Wh/kg 251 248

✓ PPES、CATLどちらのセルも、トヨタの電気自動車、鉑智4X（bZ4X）に採用されている
✓ PPESのセル方がCATLのセルに比べて少し大きい
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1.2 トヨタ 鉑智4X（bZ4X）

✓ 容量：66.7kWh（188Ah）、71.4kWh（201Ah）
✓ 電圧：355.2V
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図:セルコストおよび価格（2022年）

コスト 価格

2.1 2022年のセルコスト

✓ 2022年時点のPPESとCATLのセルコスト差は18.5円/Wh
✓ 2022年時点のPPESとCATLのセル価格差は5.2円/Wh（PPESは赤字で販売）

5.2円/Wh

18.5円/Wh

36.7円/Wh

25.7円/Wh

18.2円/Wh

20.5円/Wh
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